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No. 協議会 項目 発言内容（要約）

1 第4回 木質化
木質化により子供たちに「落ち着き」を感じさせる可能性がある。また林業に対する「学び」につながる可能性もある。そのような効果が見込める

スペース（子供たちの評価が高く、滞在して日常的な活動が行われる場所）に対して、優先的に木質化を図ると良いのではないか。

木

質

化

2 第4回 オープンスペース

アンケートから、思春期に差し掛かる児童・生徒が先生から離れて友達同士で集まれる居場所のようなスペースを求めていることが読み取れ

る。また、そのような場所を教室外に設けることで、他クラス・他学年との交流につながる可能性が考えられる。学校計画において、教室以外に子

供たち（特に高学年）の居場所となるスペースを設けることは重要な観点であり、何のためにこのようなスペースを設ける必要があるのかと

いう理由と合わせて、整備方針に盛り込む必要がある。八小・一中ではロッカースペースを教室外に出すことで、児童・生徒の居場所やコミュニ

ケーションの場として機能しており、備品を預けるだけでなくコミュニケーションの場としての在り方も期待される。

ア

ン

ケ

交

流

ス

ペ

ー

ス

3 第4回 木質化
アンケートから「温かい」「落ち着く」「木」というキーワードが出ている通り、児童・生徒がそのようなスペースを求めていることが読み取れる。学校とし

て、それらのスペースの確保と材質をどうするべきかという観点で、木質化について整備方針に入れて頂きたい。

ア

ン

ケ

木

質

化

4 第4回 オープンスペース
共用部の面積比率の目安などを示すことで、設計者が面積を守りながら、児童・生徒の居場所づくりを工夫して設計していけるよう整備したほう

が良い。

共

用

部

の

面

積

比

率

5 第4回 木質化
全面的に木質化するのではなく、児童・生徒の居場所となる空間や、子供の身体寸法・目の高さを考慮して「見える・触れる」部分に集中し

て木質化すると効果的であると印象を受けた。面的な部分は色彩によって補える可能性もある。

木

質

部

位

6 第4回 オープンスペース

空間の余白部分を児童・生徒が安心感を持って捉えていると思うので、居場所となる空間を大事にしてほしい。特に思春期の児童・生徒に

とって先生とは少し距離の離れた居場所は大切だと思う。一方、見渡しやすさ・管理のしやすさという課題もあるため、それらと折り合いをつけな

がらも居場所としての空間をどう確保するかを検討していただきたい。

見

通

し

・

管

理

7 第4回 エコ

自然換気、自然採光、外壁・屋根の高断熱化、高断熱・高遮熱ガラスの採用は、電気に頼らずとも日射制御や温度環境の維持、換気ができ

る設えの為防災面でも役立つ。また外壁・屋根の高断熱化は、省エネ法により今後採用が不可欠となる可能性がある。法律により採用が必要

な項目、防災時に役立つ項目を優先的に検討すると良いのではないか。

エ

コ

8 第4回 防災

「学校運営期間中に児童・生徒を留めておくための一次避難所」「地域の防災拠点」という防災拠点としてのグレードにより、求められる性能レベ

ルは異なる。最低限、必ず対策すべき機能とプラスアルファで対策すべき機能を整理し、プラスアルファの機能については「日常的に地域利用

されるものの延長上にあることが理想」という考え方で設備のグレードを検討するのが良いのではないか。防災時におけるタイムラインの中で必

要なインフラは何があるかを整理する必要がある。

防

災

防

災

拠

点

9 第4回 防災
水害に対して、府中市の場合はハケ下・ハケ上の条件が異なる。条件により必要な機能がはっきりわかるような表記にする必要がある。太陽光

についても「最大限の発電量を目指す」のか、或いは「最低限必要な発電量を示す」のかを検討して、整備していく必要がある。

エ

コ

水

害

エ

コ

10 第5回 少子化対策

人口推計については、駅周辺の利便性の良い場所に人口が集中するなど、市内でも地域ごとに特色がある。整備方針に記載する方針として

は、地域ごとの特色を加味して記述することになると思われる。中長期的には府中市においても児童・生徒数減少の傾向が見えてくる状況を

反映すると良い。

推

計

増

減

対

応

11 第5回 少子化対策

小学校・中学校・文化センターが隣接している場合の連携について、小中一貫という運用上の話を整備方針に盛り込むことは難しいが、ハード的

な視点での隣接する施設の共有については対応ができる可能性がある。そのような建築的な対応策があれば、整備方針の「複合化」の項目で

記載していきたい。

施

設

の

共

有

グ

ル

ー

ピ

ン

グ
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12 第5回 仮設校舎
仮設校舎を建設せずに計画する場合は現校舎の配置からレイアウトが変更してしまうため、周辺住民の中には違和感を感じる人も出てくるだろう

と思う。近隣に対して、より丁寧な説明をするなど配慮事項を盛り込む方が望ましいと思われる。

仮

設

仮

設

仮

設

仮

設

13 第5回 仮設校舎
仮設校舎を建設せずに計画する方針が原則だと考える。「プールを使えない時期が無いように」という条件を入れると、仮設校舎を建設せず

に計画することは現実的に不可能であり、この条件については改めて検討の余地がある。

仮

設

仮

設

仮

設

仮

設

14 第5回 仮設校舎

仮設校舎を建設しない方針の自治体（ex.横浜市）も多く、仮設校舎にコストをかけない方針に関しては賛成する。下記3点を仮設校舎な

しで計画する場合に配慮すべき項目だと考えている。

①避難動線：児童生徒や近隣住民の避難動線が確保されていること（※横浜市では丘陵地が多いため議論される）

②日影・騒音・換気問題：日影・騒音・換気を一体的に考慮することが望ましい。校庭と校舎の位置が入れ替わることにより、日影や圧迫感、

騒音の問題が考えられる。その結果、ハード的に窓を開放できない設計とした学校もあり、コロナ流行の際は換気量が不足するという状況が発生

した。

③日射条件：校舎の配置を検討する際の視点として、空調条件を加えると良い。西日が入りやすい校舎となるなど、空調条件によっては維持

管理費に影響がある

避

難

動

線

（

仮

設

）

日

照

日

影

（

仮

設

）

15 第5回 仮設校舎
子供の成長にとって教室の日当たりは影響が大きい。校舎の配置を検討する際の視点として、校舎や校庭の日当たりを配慮事項に加えるの

はどうか。

仮

設

仮

設

16 第5回 仮設校舎 仮設校舎の有無を検討する際に、教育的配慮ができるかという視点を丁寧に記載する必要がある。

学

習

環

境

17 第5回 仮設校舎

仮設校舎を仮設化せずに校舎としての利用を終えた後は別の用途に転用するという考え方もある。長期的な計画を立てることで、複合化や施設

の統合などが可能になるのであれば、場所によっては設計者の選定条件に加えても良いと考える。「複合化」の項目に仮設校舎の転用という視

点を加えるのはどうか。

複

合

化

複

合

化

複

合

化

複

合

化

転

用

18 第5回 仮設校舎 仮設校舎を建設する場合と建設しない場合の両方を想定して、整備方針に記載することを検討すると良い。

仮

設

19 第5回 地域開放・複合化
開放された部屋に対し、平常時及び発災時に「誰が」「どのように」管理するのかを盛り込む必要がある。ハードとして建物を複合することや開放

することだけを考えるのではなく、利用者のマネジメントを計画に盛り込むことが重要。

開

放

時

災

害

時

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

20 第5回 地域開放・複合化

発災時には要配慮者も避難所を利用することになる。特に養護学校に通う自閉傾向の強い子供（平常時に学校を利用していない）は、初

めて利用する場所に対してパニックを起こすこともある。トイレの場所が分かるだけでも安心感が変わると思われるので、放課後デイサービスに声を

掛けたり、防災街歩きで参加を促すなど、平常時から要配慮者が利用できるような運用をお願いしたい。

パ

ニ

ッ

ク

対

応 発

災

時

要

配

慮

21 第5回
仮設校舎

地域開放・複合化

時代を鑑みると、地域の方々と共存しながら教育活動を行う必要がある。地域の方々が平常時から学校に入りやすく、校舎内での活動がしや

すい校舎の在り方を考えて頂きたい。仮設校舎についても造る／造らないだけでなく、将来にわたり地域の財産となるような在り方を考えて頂

きたい。学校を地域・コミュニティの中心的な核として位置づけ、校舎改築の方向性を検討頂きたい。

地

域

学

習

中

心

的

な

核

22 第5回 地域開放・複合化

地域開放の際、学校エリアの運営・管理は学校の教職員（東京都職員）、地域開放エリアの運営・管理は府中市職員が担うため、管轄が異

なる。発災時に避難所として体育館を開放する際の運営・管理は府中市職員による。地域開放・複合化を進めるためには管轄の違う両者を

コントロールできるような仕組みが必要。地域に開放するだけでなく、運営・管理の担い手に対する仕組みづくりも視野に入れて検討する必要

がある。
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23 第5回 オープンスペース アンケートでは、ちょっとした「溜まり」のスペースに対する児童生徒のニーズが見て取れる。整備方針に記載する根拠になると考える。
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